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　講演会は、まず川崎副院長から「1人1人に寄り添った大腸癌治療」と題し、手術や抗がん剤治療など大腸
癌の治療法などをお話させていただきました。当院が導入している手術支援ロボットを使用した実際の手術
の様子を動画でご覧いただき、ロボットの指先（鉗子）が素早く糸を結ぶ器用さに会場からどよめきが起こりま
した。手術方法による術後の傷口の比較写真では、一番傷口の小さいのがロボット手術で回復も早いが、傷
口より大きな腫瘍は取り出せないため、ロボット手術を受けるには早期発見が大事とのことでした。
　当院は健診センターを併設し、予防医療にも力を入れておりますので、大腸癌健診をぜひ受診ください。

国際障害者交流センター
ビッグ・アイ

〒590-0115
　大阪府堺市南区茶山台1-8-1
☎072-290-0900
泉北高速鉄道　泉ヶ丘駅　徒歩３分

会　　場

市民公開講座市民公開講座
2024年度2024年度
11.30土

01 02

後援　一般社団法人　堺市医師会

講演会

「1人1人に寄り添った大腸癌治療」
副院長／外科　部長　　川崎　誠康

「めまいのする病気について」
耳手術・めまい難聴センター
センター長　　今井　貴夫

「自分の人生　自分が主役
　～だからこそ、これからのことみんなと
　　　一緒に話し合ってみませんか？～」

緩和ケア科　部長　　山﨑　圭一

健康相談・講習会

健康相談・子育て周産期相談

血圧測定・骨密度測定

AEDの使い方・
心肺蘇生法（心臓マッサージ）

人間ドック・健診のご案内

　また当日は、会場内で健康測定やＡＥＤ講習会も開催しました。骨密度測定は、用意していた整理券の配
布が早々に終了してしまうほど大変好評でしたし、ＡＥＤ講習会では、ＡＥＤの使い方や心肺蘇生術を体験して
いただくなど熱心に講習を受けておられました。
　参加いただきました皆様ありがとうございました。これからも市民公開講座を定期的に開催予定ですので
何卒よろしくお願いいたします。

　次に、緩和ケア科山﨑部長より「自分の人生自分が主役～だからこそ、これからのことみんなと一緒に話し
合ってみませんか？～」についてお話させていただきました。冒頭からクイズ形式で話が進んでいき、「もしもの
時に本人の意志より家族の意志が尊重される、その時家族は判断に困る」というお話があり、「大切な人とど
う生きるかどう逝くか人生会議をしてください」、「他人事ではなく自分事です」といったお話に皆さん真剣な表
情で聞いておられました。
　因みに、開催日の11月30日は厚生労働省が定めた人生会議の日『いい看取りの日』にあたります。

　最後に、耳手術・めまい難聴センター今井センター長から「めまいのする病気について」お話させていただ
きました。今井センター長は「もっとも多いタイプのめまいを一瞬で治す達人」としてNHKの番組「あしたが変
わるトリセツショー」で紹介されTV出演しており、直接お話が聞けると楽しみに参加された方も多くおられまし
た。めまいの病気のお話と当院での検査や治療方法をご説明させていただきました。

事業戦略部　部長　　北尾　義隆

▲血圧測定 ▲骨密度測定 ▲健康相談

▲AED ・ 心肺蘇生法講習会▲人間ドック ・健診のご案内

11月30日（土）に国際障害者交流センタービッグ・アイに於いて市民公開講座を開催しました。
321名の方にご参加いただきました。
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　1989年にC型肝炎ウイルス（HCV）が発見されてか
ら、我が国における肝臓病の治療はC型肝炎治療が中
心でありましたが、2014年に内服薬でのHCV治療が始
まり、多くのHCV患者が治癒することによって、肝臓病が
大きく変わりつつあります。
　昨年の肝臓学会では、肝硬変の成因としてのHCVは
減り、アルコール性や生活習慣に伴う代謝性のいわゆ
る脂肪性肝炎が増えてきていることが発表されました。
それに伴い、肝臓病の診療も変化してきています（参
照：奈良宣言）。

肝疾患が大きく変わりつつあります。
　当院においても、私が赴任してから、地域連携パスを
用いたHCV治療、院内におけるHCV見落としへの対
策、HBV再活性化予防などを他の医療機関に先駆け
て行ってまいりました。
　また、現在はNASH（現在の呼称はMASLDMASH）に
対するMREを活用した地域連携、進行したNASHを見
つけるための非専門医の先生方にも使用していただけ
る簡便な方法（肝臓：652、491-501、2024）の発表、アル
コール依存症患者の早期発見の大阪府のアルコール
健康障害対策への参画などに取り組んでいます。

肝疾患に対する当院の取り組み

資 格 等
　日本内科学会：指導医・認定内科医
　日本消化器病学会：学会評議員・指導医・専門医
　日本消化器内視鏡学会：学術評議員・指導医・専門医
　日本肝臓学会：指導医・専門医
　奈良県立医科大学臨床教授
　厚生労働省　緩和ケア研修　修了

専 門 分 野
　消化器全般

略 歴
　1991年　奈良県立医科大学　卒業
　1991年　奈良県立医科大学　第三内科学教室
　1992年　奈良県立五條病院　内科
　2001年　奈良県立医科大学　救急科
　2003年　国保中央病院　内科
　2007年　生長会ベルランド総合病院　消化器内科　部長
　2019年　生長会ベルランド総合病院　消化器内科　副院長

あ ん 　 た つ い ち

安  辰一
2024.12.01就任
院長補佐

消化器内科部長
患者支援・地域連携部長

消化器内科へコンサルテーション

ＡＬＴ＞30
健康診断など

かかりつけ医受診

肝炎ウイルス検査陽性
ウイルス性肝炎疑い

肥満・糖尿病・
脂質異常症・高血圧を合併
または、脂肪肝あり

・血小板数20万/㎣未満
・FIB-4　index 1.3以上

肝線維化を伴う脂肪肝疑い

アルコール性肝障害疑い

飲酒量：男性60ｇ/日、
　 　 　 女性40ｇ/日以上
かつ　ＡＳＴ、γＧＴＰ 異常

その他の原因による肝障害疑い

・薬物性肝障害疑い
・自己免疫性肝障害疑い
（事故免疫性肝炎・原発性胆汁性胆管炎）
・原因不明

診療連携

奈 良 宣 言

新院長補佐・新部長のご紹介新院長補佐・新部長のご紹介

　今回10年ぶりに、当院に勤務させて頂くことになりました。 
私が心臓血管外科医を志した約25年前と現在の心臓血管
外科領域の治療を比較すると、ステントグラフト内挿術や経カ
テーテル的大動脈弁留置術(TAVI)などの血管内治療が出現
し、手術方法が多様化しております。
　また対象となる患者の高齢化やハイリスク化が進んでおり、
心臓外科医を取り巻く環境は大きく変化しています。このよう
な状況な中で、より良い治療を行い、治療成績の向上に努め
ていきたいと考えております。

専 門 分 野
　心臓血管外科全般

資 格 等
　1998年　大阪市立大学　卒業
　日本外科学会： 指導医・専門医
　日本心臓血管外学会：
  修練指導者・心臓血管外科専門医
　医学博士

さ か ぐ ち   　 ま さ の り

阪口  正則
2024.10.01就任

心臓血管外科
部長

　放射線治療は、手術や抗癌剤と並んで、がん治療において
欠かせない治療法です。近年、高精度放射線治療や粒子線
治療、ホウ素中性子補足療法（BNCT）、即時適応放射線治療
など発展を続けています。
　ベルランド総合病院では、2025年度より高精度放射線治
療の1つである強度変調放射線治療（IMRT）を開始します。咽
頭癌や前立腺癌など、従来の放射線治療より副作用が少なく
治療成績の向上が望めます。身近にがんの方がいらっしゃっ
たら、放射線治療についても調べてみることをお勧めします。

専 門 分 野
　放射線治療学（放射線治療全般）

資 格 等
　2004年　産業医科大学　卒業
　日本医学放射線学会・日本放射線腫瘍学会：
  放射線治療専門医
　産業医ディプロマ

ぶ ん 　 　 　 し ょ う だ い

文　昇大
2024.10.01就任

放射線治療科
部長
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- パーソン・センタード・ケアを活用した対象理解 -
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